
ナポレオンは彼に

6/18～21に行われるワーテルローの戦い
200周年記念のイベントで、パリに住む弁
護士Frank Samsonがナポレオンを演じる
こととなった。彼は歴史に興味があり、ナ
ポレオンが着ていた軍服のコピーを所有し
ている。2005年のフランスでの歴史パレー
ドで、病気のためナポレオン役を退いたコ
ルシカ島の演者に代わってナポレオンを演
じ、本物のナポレオンが使用したフォンテーヌブロー城の王座に腰
掛たこともあるという。彼は、「アメリカにもナポレオンの候補者が
いるが、自分の方が1810年以降の太ったナポレオンに似ている」とコ
メントした。　　

人気都市

Voyage Zooverの調査で、観光地として世界的に名をあげている
ブルージュが、ベルギーの週末に行きたい街のトップになった。文
化、ナイトライフ、ホテルの質、街の雰囲気などが調査項目で、以
下、ゲント、ルーバン、アントワープ、ブリュッセルが続いてい
る。ヨーロッパ全体では、クラクフ(ポーランド)がトップの座を手
にした。以下、セビリア(スペイン)、ベネチア(イタリア)、ウィー
ン(オーストリア)と続き、ブルージュは5位となった。

2月からの変更

*ビール価格値上げ･･･ベルギーのビールメーカートップのInBev
とそれに次ぐAlken-Maesが値上げを発表した。InBevは、ビール
1杯につき1.7セントの値上げで、長期投資への原資とするとのこ
と。Alken-Maesは値上げ額を発表していないが、醸造しているほと
んどのビールで値上げするものとみられる。
*STIB/MIVB･･･先月号でお知らせした内容に加え、エアポート・ラ
インの1カ月定期券が登場し、エアポート行きの1回券が4ユーロから
4.5ユーロへ、10回券が28ユーロから32ユーロに値上がりする。ま
た、子ども用の｢J｣定期券でブリュッセル市内のDe Lijn路線には乗
車できなくなる。
*SNCB/NMBS･･･国鉄乗車券を車内で購入することが可能だが、今
後は乗車料金プラス7ユーロを請求される。定期券を忘れて乗車し、
車内販売で乗車券を購入しなかったことが露見すると、75ユーロの
罰金を請求されるが、14日以内に国鉄の窓口で定期券と罰金請求書
を提示すると、手数料8ユーロを除く罰金請求が取り消される。

ベルギーも標的に

世界中にテロの恐怖を植え付けている
ISIL(イスラム国)のスポークスマンAbou 
Mohammad al-Adnaniが、｢キリスト教
徒の国に恐怖と不安の中での生活を約束
する｣と、フランスの姉妹国ベルギーも
テロの標的であるとするメッセージを流
した。｢われわれは爆弾を仕掛けた車で行く｣ともいっている。最近
は、フランスをはじめ、ベルギー、ドイツ、スイスなどヨーロッパ
諸国やアメリカが、テロの標的となっている。
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ここでも節約

王室のプライベート旅行に関する予算が2015年は4万8,000ユーロ
削減された。2014年にはフランス、イタリア、スイスなどへ28回
の旅行をし、予算を2万2,000ユーロ下回る21万8,000ユーロを支出
した。2015年は前年予算比20%の節減で、19万2,000ユーロの予
算となっている。

風邪で死亡

Ingelmunster(西フランダース州)の11歳の少女が、風邪のウイル
スが心臓に転移したことで死亡した。ルーバンカトリック大学の
Marc Van Ranst医師によると、毎年100人程度が風邪で死亡する
が、大抵は抵抗力の衰えた老人で、子どもの場合は、年に2人くら
いだと説明した。大量のサイトカインが引き起こす免疫システム
への反応だが、どうして起こるのかは分かっていない。

           
また爆弾

2/2、14h40、ブリュッセルのRue aux Laines(裁判所横)
に不審車両があると連絡を受け、爆発物処理班が出動し
たが、爆発物は見つからなかった。同日10hにもアメリ
カ大使館付近で駐車した不審車両があり、軍服を着たス
ロバキア人の運転者(32)が逮捕された。彼はEU議長に
面会したかったと自供し、車内から銃とチェーンソー
が見つかった。

テロ対策

1/7にパリで起きた事件や、リエージュ近郊のVerviersでの事件以
来、17件の不審な行動があり、12件の爆発物、6件の脅迫文書が連
邦警察により確認された。連邦警察は内務大臣と警察の堅い連携が
必要だとしている。これらの妨害をして警察の警戒のほどを試して
いるのだろうとのこと。なお、ベルギーのテロ警戒レベルが3(最高
4)になって以来、ブリュッセルのMolenbeek区とその近隣区での犯
罪が30%減少した。ブリュッセル全体でも犯罪行為は少なくなって
おり、警察は犯罪を追跡しなくてよくなった時間を有効にテロ対策
に使っている。

厳重警戒必要？

2/4のVerviersの事件以来ブリュッセルの裁判所で行われている入
場者のチェックで、刑事事件を担当するある弁護士が、かなりの
時間を要してしまった。法廷への通路を通せられないと3名の警備
員に制止され、説明も聞いてもらえずに床に押し倒され、手錠を
かけられたうえ、被告人が待機する部屋に連行された。この様子
を見ていた他の弁護士が、事態を収拾し、弁護士協会にこの一件
を報告した。
                                                                                       　
こんなことってあり？

アルベール前国王とパオラ前王妃が、12月に逝去したファビオラ元
王妃の葬儀のお礼状を作成したところ、オランダ語版ではパオラ前
王妃の死去との記載となっていた。王室コラムニストのRick Evers
によると、このミスは事実で、ベルギーのフランス語圏テレビ局
RTBFのニュースでもパオラ前王妃の死去として解説があった。


